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1.総括
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MVNO（独自SIMカード型）市場予測（単位：契約数）

（出典：MCA。2015年度以降は予測値）
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新領域市場の将来予測

MVNO（独自SIMカード型）市場予測
「MVNO（独自SIMカード型）市場」は、2014年度に315万契約だった。今後も引き続き市場が拡大していくものと考えられ、2020年
度には1380万契約に達すると予測する。

2015年度から2016年度にかけては、認知率の向上とあわせて異業種からの事業参入による販売拠点の増加と多様なプラン提供、
SIMフリー端末の充実および低価格化、店頭でのMNP即日持ち帰り拠点の増加といった、MNOと比較した際のデメリットの解消が継
続的に行われることで契約数は着実に増加すると見ている。

2020年度までのMVNO（独自SIMカード型）市場における最大のターニングポイントは、今年春から導入された「SIMロック解除義務
化」である。2015年に販売された端末の「2年縛り」がなくなる2017年度以降、市場の拡大ペースが上昇すると考えられる。

●市場定義
通信モジュールによるサービスなどを除いた「MNOとは異なる
独自の料金プランを提供する、SIMカードによる通信サービス」
の累積契約数。個人および法人。

●市場予測の背景
・MVNO/格安SIMの消費者認知の向上
・SIMフリー端末の機種数増加および幅広い価格帯での提供
・中古端末事業者における、中古端末とSIMカードのセット販売
強化
・次期iPhone以降のSIMロック解除義務化対応
・ISPなどの通信事業者に加え、非通信事業者（流通・小売、
ネットサービス事業者、端末メーカー等）が本格参入
・MNOの多様化（KDDI網、ソフトバンク網を用いたMVNO事業の
増加）と、複数MNOを組み合わせたサービスの創出
・店頭販売網の拡充およびMNP手続きにおける即日持ち帰り
拠点の増加
・法人市場の本格立ち上がり
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新領域市場の将来予測

MVNO（独自SIMカード型）市場予測
特に、2015年秋以降に登場するとみられる新型「iPhone」がSIMロック解除義務化を受けてSIMフリー端末化することの影響は非
常に大きいだろう。

今まではNTTドコモのiPhoneでしか（NTTドコモ網を使った MVNOに乗り換えられない状態であった。ソフトバンク網を活用したコン
シューマ向けMVNOサービスはまだ提供されておらず、KDDI網を活用したMVNOサービスは現状最新のiPhone/iPadには非対応
となっていることが原因で、そのため国内の大半のiPhone利用者は利用中の端末をそのまま使いながらMVNOへ移行することがで
きない状態だった。
2015年発売予定のiPhoneからは乗り換えできない障壁はなくなるが、当面は端末の割賦金支払い等からMVNOへの移行は少な
いとみられる。

また、法人市場の立ち上がりも期待される。従業員への支給は、MVNOの音声通話料金がMNOからの卸価格に当面縛られてしまい
自由にできないこともあり、一部にとどまるとみられる。一方でM2Mへの導入、既存回線の障害発生時のバックアップ用としての契約
が期待される。

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

累計契約数（単位：万） 167 315 470 590 810 1,010 1,200 1,380

前年度比
成長率 - 188.6% 149.2% 125.5% 137.3% 124.7% 118.8% 115.0%

純増数 - 148 155 120 220 200 190 180

MVNO（独自SIMカード型）市場予測

（出典：MCA。2015年度以降は予測値）
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新領域市場の将来予測

格安スマホ（端末＋SIMセット）市場予測
SIMフリー端末とMVNOのSIMカードがセットになった「格安スマホ」市場を推計したところ、2014年度の販売数は26万台とみられ
る。なお、ここでの販売数とはSIMの販売を伴う「セット販売」での市場規模推計であり、SIMフリー端末の販売数量ではない点に留意
いただきたい。

格安スマホ（端末+SIMセット）の主な販路は3つあり、「MVNO事業者によるセット販売」「流通事業者によるセット販売」「（主に家電
量販店やネット通販サイトにおける）SIMフリー端末販売時のSIMカードの併売」が挙げられる。

当面はMVNO（独自SIMカード型）市場の拡大にあわせてセット販売も伸びていくものとみられる。楽天モバイルがファーウェイ製端末
「honor6 Plus」を独占販売するように、MVNO各社が端末を他社との差別化要因として積極的に取り組みはじめたこともあり、今後
はセット販売の割合が上昇していくと予測される。

MVNO（独自SIMカード型）純増数および、純増数に占める格安ス
マホ（端末＋SIMセット）の割合予測

（出典：MCA。2015年度以降は予測値）

●市場定義
「事業者があらかじめ端末と独自SIMカードをセットにして販売した
もの」および「同一店舗にて消費者が独自SIMカードと同時に購入
した端末」の販売数。個人および法人。

●市場予測の背景
・MVNO/格安SIM市場拡大および格安スマホの消費者認知向上
・SIMフリー端末の機種数増加および幅広い価格帯での提供
・MVNO事業者によるセット販売の強化
・Windows Phone端末の拡大

・キャリア端末のSIMロック解除が進み、セット販売ではなく所有端
末の活用が増加
・端末とSIMカードの分離が進み、個別での購入が進む
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新領域市場の将来予測

中古端末市場予測
中古端末市場には、消費者による使用済み携帯電話の「売却」台数、中古携帯電話の「購入」台数の両側面があるが、本項では消費
者による購入台数を取り上げる。なお、売却台数等、予測の詳細は「3. 中古端末市場分析」にて述べる。

2014年度の購入台数は227万台となった。中古市場においては、販売するためには中古品を調達する必要があり、販売台数は買
取台数に左右される側面を持つ。2014年度も積極的な買取が行われており（買取台数は364万台）、販売台数も拡大基調を維持し
た。

需要を語る上で一定の存在感を持つのが「訪日外国人」や「短期在住外国人」による購入だ。観光スポットに位置する店舗では、販売
数量の大半が外国人で占められているケースも出ている。お土産としてだけでなく、MNOキャリアでは契約が難しい場合にMVNOと
セットで中古端末を購入する場合もあり、新たな広がりをみせている。

146

179

227

265
295

315
330

345
360

0

50

100

150

200

250

300

350

400

中古端末市場予測（単位：万台）（消費者による購入）

（出典：MCA。2015年度以降は予測値）

●市場定義
国内の消費者による、中古携帯端末の購入台数。

●市場予測の前提
・使用済み携帯の売買に関する消費者認知向上と、それに伴う
消費者の端末売却の加速
・消費者による、端末リサイクルから端末売却へのシフト
・端末の買取・販売店舗（窓口）の増加
・MVNO事業者による（主に新古品端末の）仕入れ及びセット販売
加速
・訪日外国人や短期在住外国人による旺盛な需要の取り込み
・SIMフリー端末の普及による中古端末市場への影響（メリット：買
取端末数増加／デメリット：中古端末からSIMフリー端末への需要
シフト）
・キャリアによる下取り施策の継続
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MVNOに求められる機能の変化

（出典：MCA）
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新領域市場拡大に向けた課題

【MVNO】「MNO」「競合MVNO」からの差別化
MVNO事業の立ち上がり期は「安いかわりに低速」というサービ
ス内容で、MNOとはおのずと差別化ができていた。
しかし高速化、音声通話機能の付与、MNP対応などサービスの
取り込みを進める中で、MNOとの差が見えにくくなっている。
その一方で、MVNO事業者間のサービス競争も激化している。
通信サービスでの差別化が難しいため、第2段階として端末や
顧客管理での差別化、さらに第3段階としてチャネルやアフター
サポート体制も視野に入れる必要が生じている。

【MVNO】差別化に伴うコスト負担
端末、チャネル、アフターなどの差別化を行うためのコスト負担
をどう捻出するか、また差別化をどこまで図るのかが課題とな
る。端末では新機種の調達・開発、既存端末の動作検証などが
挙げられる。特に動作検証は、SIMロック義務化にともない、
MVNOにとってはMNO以外のキャリア製端末の動作検証も求
められる。またアフターでは、今春に一部MVNO事業者のコー
ルセンターに電話が殺到しつながらない事態が発生している。
原因はFTTHとのセット販売開始による、FTTH絡みのトラブル
（工事日程等）だったというが、体制を強化すれば追加費用が必
要となる。

【中古端末】端末の安定調達／SIMロック解除の判別
中古端末市場においては、供給に需要が追いつかない状況が
続いており、買取による端末の安定調達が課題となる。キャリア
による下取り施策の積極化、端末使用年数の長期化など、安定
調達に対する懸念材料も指摘されよう。
また、義務化されたSIMロック解除の判別も課題となる。自動で
判定できるシステムは存在せず、1台1台SIMを挿して判定して
いるという。また、SIMロック解除の有無で買取・販売価格に差
をつけるかどうか、どう説明していくかも検討課題といえる。
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2020年に向けた新領域市場の可能性
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【MVNO】アンバンドルでより柔軟な設計が可能に
アンバンドル（MNOの設備・機能の中で必要な部分だけを借りられる
仕組み）の範囲が拡充されることでMVNOにとってより自由なプラン
設計や事業展開が可能となる。特に注目されるのがHLR/HSSの開
放で、実現すればMVNOによるSIM発行、とりわけMNP時のSIM即
時発行が容易になる。また、マルチキャリアサービス展開も期待され
る。
しかし、アンバンドルが進めばAppleやGoogle、Amazonら海外の
大手プレーヤーの参入の可能性も高まる。MNOはMVNOに対する
接続提供義務が課されているため現状は断れない。アンバンドルの
加速は「設備投資によるリスクを負うMNO」と「リスクなく必要な分だ
け帯域を借りられるMVNO」が同じ土俵に上がることを意味する。競
争環境整備の観点から、どこまで開放すべきなのかは慎重な議論が
必要だろう。

【MVNO】SIMロック解除義務化の影響
SIMロック解除義務化により、いよいよiPhoneも今後発売されるも
のはSIMロック解除の対象に入ることとなった。販売直後は新領域
市場に与える影響は軽微だが、2年縛り後は自由にMVNOに移行で
きるため、地殻変動が起きる可能性がある。

【MVNO】新ジャンル製品向け需要（個人・法人）
Apple Watchのようなウエアラブル端末はMVNOのSIMとの親和
性が高い。また、IoTや法人需要などの新たな需要創出に期待がか
かる。

【中古端末】MVNOとのセット販売
MVNOにとって差別化が大きな課題となるなか、中古端末とのセット
販売が今後加速する可能性がある。既にもしもシークスが新古品の
iPhone等を中古事業者から調達し、自社のMVNOとのセット販売を
開始している。このような取り組みが広がりを見せる可能性がある。

MNOとMVNOのポジショニングマップ

（出典：MCA）
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2.中古端末市場分析
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使用済み携帯電話のサプライチェーンと調査範囲

（出典：MCA）
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市場全体像および予測

中古端末市場の定義
本調査資料では、国内の消費者による中古携帯電話端末の購入
を起点に市場を捉えている。すなわち、中古携帯電話端末が消費
者の手に渡るまでの商流およびその商流上で事業展開をしている
事業者を明らかにする調査手法を採った。

中古携帯電話端末市場に参入している事業者にとって端末の仕
入先である「入口」は、消費者側からすると使用済みの携帯電話
端末の売却・処分先となる訳だが、使用済み携帯電話の売却・処
分ルートとしては、代表的なものだけでも右図の通り非常に多岐
にわたっている。

起点を出口に設定し、その出口に向けてどのような入口から中古
携帯電話端末が流れてくるのか、出口側からさかのぼって考察し
ており、最終的に国内の消費者に販売を行うことを目的に中古携
帯電話端末を取り扱っている事業者が調査の中心となる。

つまり、「事業者による買取・売買」や「オークションによる売買」が
入口となっている場合が該当する。

出口が消費者への販売ではない商流、具体的にhあ「キャリア
ショップによる下取り」と「MRN（モバイル・リサイクル・ネットワー
ク）によるリサイクル回収」については全体像の把握にとどめた。

なお、中古携帯電話端末市場規模にあたっての市場の定義は、
本項での定義同様「国内の消費者による中古携帯電話の購入」と
した。
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中古端末市場（単位：万台）（2015年度以降は予測）

※2012年度は「店舗」と「ネット（オークション以外）」は合算して市場規模を推定している。
（出典：MCA。ただし「リサイクル(MRN)」の2012～14年度のみMRN）
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市場全体像および予測

中古端末の市場規模
事業者調査および消費者調査の結果を踏まえ、中古携帯端末市場の市場規模および将来予測を算出した。
その結果、2014年度に消費者が売却した端末は364万台、消費者が購入した中古端末は227万台とみられる。

現在の市況は、中古携帯電話端末の需要に供給が追いつかず「あれば売れる」状況が続いているというのは中古端末取扱事業者間
でほぼ共通の認識である。各社ともに買い取りを積極化させる戦略を取っており、今後は買取台数の増加にあわせて消費者の購入
台数も増加していくと推測される。

しかし、需給の逼迫は当面続きそうだ。理由は大きく2つで、1点目がキャリアによる下取りだ。キャリアの下取りは自社顧客の流出阻
止や他社からのMNP獲得が狙いで、マーケティングコストとして決められる側面がある。そのため関係者が「中古端末としての再販を
考えると採算があわない」と指摘するほどの高額で下取りが過去に行われており、2014年度も245万台がキャリアの下取りに出され
たとみられる。
2つ目は海外からの引き合いが依然高水準である点だ。国内には、海外への輸出を目的とした外国人バイヤーも存在し、海外での需
要が高いiPhoneやGalaxy端末を買い取っている。輸出の際には仕入れにかかった消費税が還付されるため、外国人バイヤーは還
付金を原資に国内勢よりも高値での買い取りを行っているのが実態だ。その分、国内市場に出まわる端末は少なくなってしまう。

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

購入
オークション 92 94 102 110 115 120 125 130 135

店舗
54

33 58 75 90 100 105 110 115

ネット 52 67 80 90 95 100 105 110

小計 146 179 227 265 295 315 330 345 360

売却
オークション 60 66 71 75 80 80 85 85 90

店舗
125

199 248 295 320 340 360 375 400

ネット 36 45 50 55 55 60 60 65

小計 185 301 364 420 455 475 505 520 555

キャリア下取り 159 172 245 320 365 400 425 445 460

リサイクル（MRN） 661 668 619 580 545 520 500 475 460
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中古端末の流通経路（2014年度／単位：万台）

※海外輸出・再資源化・その他については、仕掛かり中の在庫についても数値に含めている。
※店舗・ネットで在庫として確保する分があるため、「購入者＋海外輸出＋再資源化＋その他」の合計台数と売却台数は一致しない。

（出典：MCA） 12

市場全体像および予測

中古端末の流通経路
売却経路として最も台数が多いのが店舗の248万台。一方、オークションでの売却が71万台、ネットでの売却は45万台だった。オー
クションやネットで取引される端末は、新古品や、発売から比較的日が浅く使用感があまりないものが中心となっており、売却できる端
末には一定の限界がある。一方、店舗の場合、故障した端末であっても積極的に買い取る施策を展開する事業者もおり、いわゆる「タ
ンスケータイ」（自宅に退蔵していた端末）の持込もあって多くの売却量が確保されている。

2014年度も販売経路はオークションが最も多い102万台だった。事業者もネットショップでの販売と並ぶ販路と位置付けており、31

万台をオークション経由で販売している。また、ネット販売では自社サイトに加え、アマゾンジャパンや楽天市場、ムスビーなどが主な
販路となっている。

売却者 1,228

オークション

海外輸出

在庫の共有

購入者 227

店舗（店頭） ネット 下取り リサイクル

中古端末
取扱事業者

248 45

71

102

31

245 619

再資源化 その他

合計 983

619
245

119
58 67

キャリア等
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市場全体像および予測

中古端末市場の成り立ち
1. リサイクル処理の開始
使われなくなった携帯電話端末は従来、リサイクル処理がその中心となっていた。携帯電話端末の売り切り制が導入された1994年
から4年後の1998年にはNTTドコモが使用済み携帯電話の回収・リサイクルを開始するなど、各キャリアともに90年代から携帯電話
の回収に取り組み始めた。しかし、当時は各社ともに自社製品のみの回収にとどまっていた。

業界横断的な回収体制が構築されたのは2001年4月のこと。
一般社団法人電気通信事業者協会（TCA）と一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会（CIAJ）が、携帯電話・PHS事業者や製造
メーカーの協力を得て「モバイル・リサイクル・ネットワーク（MRN）」を立ち上げ、全国の店舗で携帯電話・PHS端末、電池、充電器を
製造メーカやブランドに関係なく回収する制度を導入した。回収された携帯電話・PHS端末、電池、充電器は全量リサイクル事業者に
引き渡され、再資源化されている。

2. 中古端末事業の立ち上がり
中古携帯電話の売買が行われるようになったのは2006年頃からだが、当時はリユースショップなど、新品の携帯電話販売を手掛け
ていない事業者が参入の中心だった。全国規模でチェーン展開する事業者による本格的な参入は2009年以降となる。
家電量販店では、2009年8月より上新電機が中古携帯電話の買い取りを開始し、その後ヤマダ電機やソフマップ、ヨドバシカメラなど
が買い取りまたは下取りのサービスを行うようになった。

リユースの全国チェーンでは、ブックオフコーポレーション、ゲオホールディングスいずれも本格参入は2011年だが、2010年には本
格参入に先立つテストマーケティングを行っている。

現在では、中古品を取り扱う全国チェーン店のほか、家電量販店、中古パソコン取扱店など幅広い業種・業態の企業が中古携帯電話
事業を行っている。
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ビジネスモデル及び「ビジネス支援事業」による支援業務例

（出典：MCA）
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市場全体像および予測

中古携帯端末事業の3業務とビジネスモデル
中古携帯電話端末事業は、買取、販売、そして端末処理（バックオフィス）の3つの業務から構成される。
新品の商品と異なり、中古携帯電話端末は使用済みのものであるため、買い取った端末が正常に稼働するか検査を行い、電話帳
や写真など個人情報を含むメモリ内の全データを消去し、クリーニングを行う必要がある。これを端末処理と呼んでいる。

端末処理には一定のノウハウが必要となるため、自社展開できない事業者も多い。その部分を支援するのが「ビジネス支援事業
者」だ。ただし、端末処理だけが支援事業者の手掛ける業務ではない。中古携帯電話端末事業に参入する事業者へ、各種のイン
フラを提供する役割であり、買取マニュアルの提供、査定システムの提供、バックオフィス業務の代行、販促物など中古端末の販
促支援など、その業務範囲は多岐にわたる。また、中古端末取扱事業者に対して、中古端末の供給（販売）および買い上げもあわ
せて行う、いわば端末卸としての役割を担う場合も多い。

業務の中心は端末処理となるが、支援事業者が自ら中古端末の買取・販売も並行して行う場合もある。さらに、支援事業者が買
取・端末処理・販売の全業務を引き受ける、全面受託の形態も存在する。
ヨドバシカメラの場合、ヨドバシカメラの店内に設置されたコンピュータサポートカウンター「PC DOCK」にて携帯電話の買取を行っ
ているが、PC DOCKの運営はパステムセゾンが担当している。そのため、ヨドバシカメラが店内にスペースを提供し、その中でパ
ステムセゾンが実務を行う、店舗内店舗（インショップ）の方式を採っている。

ビジネス
モデル

買
取

処
理

販
売

概要

自社完結 ○ ○ ○ 買取・端末処理・販売の全業務を自社で行う

業務委託 ○ × ○
買取・販売業務は行い、端末処理をビジネス支援事業者に委
託する

買取専業 ○ × ×
買取のみ行い、買い取った端末はビジネス支援事業者に買い
上げてもらう

ビジネス
支援事業

△ ○ △
中古買取・販売事業者の業務支援。端末処理（クリーニング、
検査等）代行をはじめ様々な業務を支援している。また、支援
事業者が自ら買取・販売を行う場合もある。

BtoBオー
クション

× ○ ×
買取店と販売店の間で端末を融通する仕組みを構築。データ
消去等も行う。

【支援業務例】
・買取マニュアルの提供
・査定システムの提供
・データ消去ソフトの提供
・端末検査システムの提供
・端末処理業務の受託
・販促物・POP類の提供
・中古端末の供給（事業者への販売）および
買い上げ（事業者からの買取）による端末卸機
能の提供
・故障品の買い取り
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主要事業者と業務フロー

（出典：MCA）
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MNOキャリアによる下取り実態

2010年から本格展開、2013年には他社端末の下取りもはじまる
携帯キャリアによる端末の下取り施策が本格展開されたのは2010年夏頃。NTTドコモが既存顧客に「下取りクーポン」の配信を開始
したのがはじまりである。下取りされた携帯端末は「ケータイ補償お届けサービス」の交換用電話機の部品として再利用されている。
その後2012年9月にソフトバンクが、2013年6月にKDDIがそれぞれ下取りを開始し3キャリアの下取り施策が出揃った。

ただしこの時点ではあくまで自社顧客に向けたキャンペーンであり、各社とも下取りを行うのは基本的に自社の機種のみだった。例え
ばソフトバンクモバイルがKDDIの「iPhone 5」を下取りすることはない。例外はiPadシリーズのWi-Fiモデルで、ソフトバンクモバイ
ル・KDDIともに下取りを行った。

下取りが他社顧客の獲得にも利用されはじめたのは2013年に入ってから。NTTドコモが「iPhone」取扱と同時に「iPhone下取りプロ
グラム」を開始。他社iPhone利用者に対象を絞り、MNP利用を促す目的を明確にしている。翌2014年、「iPhone6/6 plus」発売時
には3キャリアとも他社端末の下取りキャンペーンを実施している。
下取りは正常に動作する端末に限られるが、NTTドコモは画面割れ端末も下取りを行う。MNP利用者の下取りは、KDDI(au)とソフト
バンクはAndroid端末およびフィーチャーフォンも対象だがNTTドコモはiPhoneに限定している。その一方、SIMフリー端末や海外
キャリアの端末も下取り対象となっている。
ソフトバンクは2014年8月、下取りプログラムとは別に「故障端末買取キャンペーン」を開始し、下取り対象外端末の買取も手掛けて
いる。一方、ワイモバイルは2014年10月から11月にかけてMNP利用者限定で下取りキャンペーンを行っているが、期間限定施策
にとどまっており、2015年6月時点では常設の下取り施策は行われていない。

下取り施策導入に関する各社の動き

（出典：MCA）

2010年夏
NTTドコモが機種変更時の下取りを開始。指定機種利用者など一定条件を満たす顧客に「下取りクーポン」を配布、機種変更時に端末購入代
金から5250円割り引く。

2012年9月
iPhone 5発売と同時にソフトバンクモバイルが機種変更時の下取りを開始。「SoftBank 4G／4G LTE」対応スマホ購入時に既存のスマホを下取
り。

2013年6月 KDDIが機種変更時の下取りを開始。スマホ・フィーチャーフォン購入時に既存端末を下取り。

2013年9月 NTTドコモ、「iPhone 5s/c」取扱と同時に他社iPhone端末の下取りを開始。他社iPhone利用者がMNPを利用した場合に下取りを実施。

2014年8月 ソフトバンクモバイル、「故障端末買取キャンペーン」を開始。水没など「機種変更下取り」「のりかえ下取り」対象外の端末を買取。

2014年9月
「iPhone 6/6 plus」発売を前に、3キャリアが他社からのMNP利用者に対する下取りを強化。下取り額が高額化し実質的なキャッシュバック競争
に。

2014年10月 ワイモバイル、期間限定（10/11～11/30）でMNPによる新規契約者を対象に下取りを実施

2014年12月 NTTドコモ、自社顧客からの下取りに応じる機種数を拡大しほぼ全ての機種を対象に
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MNOキャリアによる下取り実態

各社の下取り施策の内容

（出典：各社資料をもとにMCA）

NTTドコモ KDDI(au) ソフトバンク

下取りプログラム
下取りプログラム
（乗り換え）

のりかえ下取りプログラム
／機種変更下取りプログラム

故障端末買取

対象者・
買取
対象
端末

自社顧客
（機種変更）

iPhone ○ × ○ ○

Android ○ △（指定機種） △（指定機種） ○

従来型 ○ △（指定機種） × ×

他社顧客
（MNP

のりかえ）

iPhone
○

（SIMフリー・海外キャリア含む）
○ ○ ○

Android × ○ ○ ○

従来型 × ○ ○ ×

端末の状態
故障、水濡れ、破損がなく、正
常に動作すること。
画面割れは買取可能

故障、水濡れ、破損がなく正
常に動作すること。
画面割れは買取不可。

故障、水濡れ、破損がなく正
常に動作すること。
画面割れは買取不可。

水没、重度の破損、電源が入
らないなど、故障端末が対象。
改造、分解、基板断裂は対象
外。

下取り方法

ドコモショップ、ドコモ取扱店、ド
コモオンラインショップの店頭。
1万ポイントを超える下取り端
末の場合、店当受付はドコモ
ショップおよび一部家電量販
店のみ。その他の店舗では「下
取り窓口」への郵送手続き。

auショップ・PiPit・その他のau取
扱店店頭。自社顧客の場合の
み、au Online Shop、Apple 
Storeで購入の場合も後日au
ショップにて手続きをすることで
下取りが可能。

店頭下取り実施店舗の店頭。
または、店頭またはオンライン
で申込後に自宅に届く「送付
キット」に端末を入れて発送。

店頭またはオンラインで申込後
に自宅に届く「送付キット」に端
末を入れて発送

割引
方法

自社顧客
（機種変更）

ドコモポイントの付与
（端末代金以外にも利用可能）

WALLETポイントの付与
（端末代金以外にも利用可能）

下取り額を毎月の通信料金か
ら割引（24ヶ月）
またはTポイント一括付与（端
末代金以外にも利用可能）。

Tポイントの付与
（端末代金以外にも利用可能）

他社顧客
（のりかえ）

ドコモポイントの付与
（端末代金以外にも利用可能）

端末購入代金にのみ充当でき
るポイントの付与。端末本体価
格が割引額を下回る場合は、
本体価格が割引額の上限とな
る。

下取り額を毎月の通信料金か
ら割引（24ヶ月）

Tポイントの付与
（端末代金以外にも利用可能）
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MNOキャリアによる下取り実態

各社の下取り金額（iPhone端末）

（出典：各社資料をもとにMCA）

NTTドコモ KDDI(au) ソフトバンク

正常動作品 画面割れ 正常動作品 正常動作品 故障端末

自社顧客
（機種変更）

iPhone 5s

64GB 27,000 8,100

下取り
対象外

24,840 2,000

32GB 24,840 7,452 24,840 2,000

16GB 22,680 6,804 24,840 2,000

iPhone 5c
32GB 18,360 5,508 24,840 2,000

16GB 17,280 5,184 24,840 2,000

iPhone 5 全容量 存在せず 存在せず 24,840 2,000

iPhone 4s 全容量 存在せず 存在せず 24,840 1,000

iPhone 4 全容量 存在せず 存在せず 2,400 1,000

iPhone 3GS/3G 全容量 存在せず 存在せず 2,400 100

他社顧客
（MNP

のりかえ）

iPhone 5s

64GB 22,680 6,804 22,680 22,560 2,000

32GB 21,600 6,480 21,600 21,600 2,000

16GB 20,520 6,156 20,520 20,520 2,000

iPhone 5c

32GB 17,280 5,184 17,280 17,040 2,000

16GB 16,200 4,860 16,200 16,080 2,000

8GB(*) 6,048 1,728 対象外 対象外 対象外

iPhone 5

64GB 22,680 6,804 22,680 22,560 2,000

32GB 21,600 6,480 21,600 21,600 2,000

16GB 20,520 6,156 20,520 20,520 2,000

iPhone 4S

64GB 15,120 4,536 15,120 15,600 1,000

32GB 14,040 4,212 14,040 14,520 1,000

16GB 12,960 3,888 12,960 13,560 1,000

iPhone 4 全容量 10,800 3,240 10,800 存在せず 100

iPhone 3GS/3G 全容量 10,800 3,240 10,800 存在せず 100

(*)NTTドコモはSIMフリーiPhone、海外キャリア向けiPhoneも下取り対象。
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MNOキャリアによる下取り実態

各社の下取り金額（Android端末/従来型携帯電話）

（出典：各社資料をもとにMCA）

NTTドコモ

対象者 種別 機種名
下取金額

正常動作画面割れ

自社顧客
（機種変更）

Android
／従来型

GALAXY Note Edge SC-01G 24,840 7,452

ARROWS NX F-02G、Galaxy S6 edge SC-04G、Galaxy S6 SC-05G 22,680 6,804

GALAXY S5 ACTIVE SC-02G 21,600 6,480

Xperia Z2 SO-03F 17,280 5,184

GALAXY S5 SC-04F、AQUOS ZETA SH-01G、AQUOS ZETA SH-04F、Disney Mobile on docomo SH-05F 16,200 4,860

GALAXY Note 3 SC-01F、AQUOS PHONE EX SH-02F、Disney Mobile on docomo SH-02G、Xperia Z3 SO-01G 14,040 4,212

ARROWS NX F-05F、AQUOS PHONE si SH-07E、Xperia Z1 SO-01F、Xperia Z3 Compact SO-02G 11,880 3,564

Disney Mobile on docomo F-03F、Xperia A SO-04E、Xperia A2 SO-04F 9,720 2,916

ARROWS NX F-01F、らくらくホン8（F-08F）、GALAXY J SC-02F、AQUOS PHONE ZETA SH-01F、Xperia Z1 f SO-02F 8,640 2,592

ARROWS NX F-06E、G2 L-01F 7,560 2,268

らくらくスマートフォン3（F-06F）、F-07F、MEDIAS X N-06E、Xperia Z SO-02E 6,480

らくらくホン ベーシック4（F-01G）、F-04D、Optimus G Pro L-04E、Optimus it L-05E、GALAXY S4 SC-04E 5,400 1,620

SH-03D、Xperia AX SO-01E 4,320 1,296

F-01E、らくらくホン ベーシック3（F-08C）、N-01F、N-01G、MEDIAS U N-02E、P-01E、P-01F、SH-07F、SH-11C 3,240 972

F-08B、らくらくホン6（F-10A）、F-11C、L-10C、N-01E、N-02D、N-03D、SH-03E、スマートフォン for ジュニア SH-05E、
AQUOS PHONE ZETA SH-06E

2,160 648

らくらくホン ベーシックII（F-07A） 1,080 324

ARROWS X F-02E、ARROWS Tab F-02F、ARROWS Kiss F-03E、ARROWS Tab F-03G、ARROWS V F-04E、ARROWS Tab 
F-05E、らくらくスマートフォン2（F-08E）、らくらくスマートフォン プレミアム（F-09E）、dtab d-01G、Ascend HW-01E、Wi-Fi 
STATION HW-01F、キッズケータイ HW-01G、HW-02E、Wi-Fi STATION HW-02G、Ascend D2 HW-03E、Optimus G L-01E、
Wi-Fi STATION L-01G、Optimus LIFE L-02E、Wi-Fi STATION L-02F、L-03E、L-03F、MEDIAS X N-04E、P-01G、ELUGA X 
P-02E、ELUGA P P-03E、GALAXY Tab 7.7 Plus SC-01E、GALAXY Note II SC-02E、GALAXY S III α SC-03E、GALAXY 
Tab S 8.4 SC-03G、AQUOS PHONE si SH-01E、AQUOS PHONE ZETA SH-02E、スマートフォン for ジュニア2 SH-03F、AQUOS 
PHONE EX SH-04E、AQUOS PAD SH-06F、Xperia Tablet Z SO-03E、Xperia Z2 Tablet SO-05F

540 216

その他 100 100

他社顧客 その他 iPhone、iPad以外は対象外 - -
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MNOキャリアによる下取り実態

各社の下取り金額（Android端末/従来型携帯電話）

（出典：各社資料をもとにMCA）

KDDI(au)

対象者 種別 機種名 下取金額

自社顧客
（機種変更）

Android

Xperia ZL2 SOL25、Xperia Z Ultra SOL24、Xperia Z1 SOL23、Xperia UL SOL22、GALAXY S5 SCL23、GALAXY Note 3 
SCL22、GALAXY SIII Progre SCL21、HTC J One HTL22、HTC J butterfly HTL21、AQUOS SERIE SHL25、AQUOS PHONE 
SERIE mini SHL24、AQUOS PHONE SERIE SHL23、AQUOS PHONE SERIE SHL22、ARROWS Z FJL22、URBANO L02、
URBANO L01、DIGNO M KYL22

3,000

従来型
MARVERA(*)、簡単ケータイK004、簡単ケータイK003、T008、T005、G'zOne TYPE-X、CA007、K011(*)、簡単ケータイ
K012、URBANO AFFARE、URBANO W63SH、GRATINA(*)／*カメラなしモデルは対象外

3,000

その他 対象外 -

他社顧客
（MNPのりかえ）

Android
GALAXY S5（NTTドコモ：SC-04F）、Xperia Z2（NTTドコモ：SO-03F） 22,680

GALAXY S4（NTTドコモ：SC-04E）、Xperia A（NTTドコモ：SO-04E） 16,200

その他 その他のNTTドコモ・ソフトバンクモバイルから販売された機種（Android、従来型） 10,800

ソフトバンク

対象者 種別 機種名
下取金額

正常動作 故障端末

自社顧客
（機種変更）

Android
X06HT、X06HTⅡ、001HT、001DL、101DL 2,400 300

その他Android端末 対象外 300

他社顧客
（MNPのりかえ）

Android

Galaxy S5、Galaxy S6、Galaxy S6 edge、Xperia Z2、Xperia ZL2、Xperia Z3、Xperia Z4、Galaxy Note Edge（基本的にドコモ、
KDDIの両端末）

22,560 2,000

Galaxy S4 SC-04E（ドコモ端末） 21,600 2,000

Xperia A SO-04E（ドコモ端末） 21,600 1,000

GALAXY SC-02G、SC-02E、SC-01F（ドコモ）／Xperia SO-02G、SO-04F、SO-02F、SO-01F（ドコモ）／GALAXY SCL21（
KDDI）／Xperia SOL24、SOL23（KDDI）

10,800 2,000

GALAXY SC-06D、SC-03E（ドコモ）／Xperia（その他全機種） 10,800 1,000

その他
その他のNTTドコモ・KDDI（au）から販売された機種（Android） 10,800 300

その他のNTTドコモ・KDDI（au）から販売された機種（従来型携帯電話） 10,800 対象外



MCA inc

登録修理事業者制度と電気通信事業法・電波法の関係

（出典：MCA）

21

総務省における取り組み

登録修理事業者制度の概要
中古携帯事業において、画面割れ等で正常に作動しない故障品は精錬によるレアメタルの抽出などに回されるケースが多い。一部で
は修理用部品の調達元として活用されているものの、中古として再販できる端末ほどの売上にはならない。一方、修理して再販ルート
に乗せる方法も考えられるが、修理が電波法上の「改造」にあたるか否かがあいまいだったこともあり、事実上困難だった。そのため、
修理を手掛けるのは端末メーカー自身またはメーカーとの契約等を結んだ事業者に限定されていた。

2015年4月から導入された「登録修理事業者制度」は、総務大臣に登録を行うことで第三者による修理を制度上担保する枠組みだ。
第三者による端末修理の制度化は2012年頃から検討がはじめられており、電波法の改正を経て2015年4月より実現した。

携帯端末は電気通信事業法の適用を受ける端末機器であるとともに、電波法の適用を受ける無線設備でもある。そのため、それぞ
れの法律に基づいて登録申請を行う必要がある。

申請は「修理する端末（正確には特定無線設備）および修理個所」を個別に登録しなければならない。1つの端末には複数の無線設
備が搭載されており、その設備すべてを記載する必要がある。また、修理を行ったあとも技術基準に適合していることを確認するため
に検査を行うことも求められている。

～12年4月
総務省をオブザーバとする、端末修理に関する非公式勉強
会を開催

12年12月
総務省「電波有効利用の促進に関する検討会」が第三者修
理解禁の方針打ち出す

～13年11月
キャリア、端末メーカ、認証機関が参加し総務省もオブザーバ
参加した「携帯電話端末修理事業連絡会」（事務局：電波産
業会）が法改正を要望

14年4月 電波法等の改正

15年4月 登録修理業者制度開始、事業者による申請の受付開始

登録修理事業者制度

電気通信事業法 電波法

修理事業者（認定後は登録事業者に）

①各法に
則り

それぞれ
申請

②総務
大臣が
登録

②総務
大臣が
登録

登録修理事業者制度導入までの経緯

（出典：MCA）
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総務省における取り組み

端末修理事業の課題
修理事業者の登録制度がはじまり、端末修理事業への参入加速が期待される。ただし、グレーゾーンがなくなったとはいえ、修理事
業にはまだ課題が残る。

最大の問題は「修理部品」の調達だ。端末メーカー側が第三者に対して純正の修理部品を供給することは考えにくく、現状の調達先
は中古品からの再利用または汎用品に限られる。中古品から取り出す場合は「1台修理するのに、部品取り出し用にもう1台」用意す
る必要があり、安定的な調達先とは言い難い。一方の汎用部品は、iPhoneやGalaxy、Xperiaなど国際的なブランドの端末について
は製造も活発で調達ルートが確保しやすいが、それ以外の端末向けには作られていないのが実情だ。

また、登録修理事業者制度のハードルの高さも課題と言える。同制度は、申請した修理端末・修理個所（液晶、スピーカーなど）を、修
理方法書に従って修理した場合に限り「改造」にはあたらないとするものである。そのため、登録修理事業者であっても、申請しなかっ
た端末の修理は同制度に基づかないものとされ、事実上新機種が出た場合はその都度申請が必要となる。

このような状況の打開に向け、修理事業に関する業界団体が昨年から今年にかけて2つ設立されている。2014年11月に設立された
「一般社団法人スマートフォンリペア協会」は、主に第三者修理事業を展開している事業者を中心に構成されている。一方、2015年5

月に設立された「携帯端末登録修理協議会」は端末メーカーやキャリア、また両社より委託を受けて修理事業を行っていた事業者が
中心となっている。いずれも修理事業者向けの修理マニュアルや情報提供を担う予定で、これら情報を活用することで登録修理事業
者の申請が容易になることが期待される。

修理部品の調達

端末修理事業者の課題

登録修理事業者制度の申請手続き

修理ノウハウ

業界団体の役割

汎用品の共同調達、調達先紹介等

申請に必要な検査結果・修理方法書の共有等

情報共有・問題解決・教育等

一般社団法人スマートフォ
ンリペア協会（第三者修理
事業者等）

携帯端末登録修理協議会
（メーカー、キャリア等）

業界団体
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総務省における取り組み

第三者修理に関連した業界団体

（出典：各社情報をもとにMCA）

携帯端末登録修理協議会 一般社団法人スマートフォンリペア協会

設立の
目的

携帯端末の登録修理業者制度の導入に伴い同制度に対する携帯端末の利用
者の信頼感を醸成し、登録修理業者制度の健全な発展を促進する。

スマートフォン等のリペア業界の整備・健全化を促進し、利用者保護と利
便性の維持・向上および業界全体の社会的地位向上に資する

設立
年月日

2015年5月12日 2014年11月4日

住所
東京都港区六本木1丁目4-5
アークヒルズサウスタワー12階

名古屋市中区大須三丁目30番40号

URL http://www.j-mrr.org/ http://sr-a.jp/

役員

理事長 木戸 孝（Asurion Technology Japan） 代表理事 丸山和之（アルファポイント）

副理事長 髙橋 健（NTTドコモ） 理事 佐藤渉（テラ）

理事 西井 希伊（西菱電機） 理事 川那辺高明（ティー・デザイン）

理事 西山 耕平（モバイルケアテクノロジーズ） 理事 猿谷吉行（スマホステーション）

事業

1. 登録修理に関する課題の取りまとめ
2. 登録修理業者向けの各種マニュアル、基準などの作成
3. 登録修理に関する情報の共有及び問題の解決支援
4. 上記の活動に付帯するその他の業務

1. 健全なパーツの供給体制の確立
2. 修理のトレーサビリティの徹底、作業者技術の向上、適正な業務教育
の確立のための教育事業、研修事業
3. 修理のトレーサビリティの徹底、作業者技術の向上、適正な業務教育
の確立のための出版事業、調査研究事業
4. 前各号に掲げる事業に付帯または関連する事業

オブザー
バー

総務省、北 俊一（野村総合研究所 上席コンサルタント） -

会員

修理業者
会員

Asurion Technology Japan／西菱電機／モバイルケアテクノロ
ジーズ／日本テレホン／イーシーピーシステム／鹿島エレクトロニク
ス／アドバンス／白狼／ＭＥＣ．ｉ

-

関連事業者
会員

ＮＴＴドコモ／KDDI／NECモバイルコミュニケーションズ／ソニーモバ
イルコミュニケーションズ／パナソニックモバイルコミュニケーション
ズ／富士通／シャープ／ソフトバンクモバイル／京セラ／損害保険
ジャパン日本興亜
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消費者アンケート調査結果

消費者アンケートの調査スキーム

■ネットユーザー向け調査（事前調査）
対象者：
15歳～69歳。アンケート回答者の性別・年齢構成が日本の人口の性別・年齢構成と同等となるよう、総務省の人口推計データより
性別・年齢で回収数割付を実施。

■本調査
対象者：
事前調査の回答から、2013年以降の「不要端末の店舗での売却経験者」「不要端末のネットでの売却経験者」を下記の方法でそれ
ぞれ選定し、選定したサンプルの中から調査を実施。
事前調査での出現率（性別・年齢構成比率）と同等となるよう回収数の割付を行った。
選定方法：
○不要端末の店舗での購入経験者
事前調査で「中古端末話を販売店の店頭で購入した」経験が2013年以降にあると回答した人
○不要端末のネットでの購入経験者
事前調査で「中古端末をネット通販サイトで購入した」経験が2013年以降にあると回答した人
※オークションでの売却との混同を避けるため、別途「使わなくなった携帯電話をネットオークションで売却した」という選択肢も設定
している

回収方法／調査実施日：
ネットリサーチ／2015年5月 事前調査 ネット

ユーザー
n=13,588

店舗での購入経
験者 n=88

ネットでの購入経
験者 n=130
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消費者アンケート調査結果

(1) 中古端末購入経験・不要端末売却経験(2013年以降)

ネットユーザー13,588名に対して、2013年以降の中古端末購入および不要端末売却の経験をたずねたところ、端末の購入・売却
のいずれも「行ったことがない」人が全体の83.3%、「分からない」が3.9%となっており、購入ないし売却の経験者は全体の約1割程
度にとどまることが分かった。

経験者の状況をみると、最も多かったのが「使わなくなった携帯電話を携帯電話会社のショップ（ドコモショップ、auショップ、ソフトバン
クショップ等）に下取りに出した」の6.0%だった。購入経験は店舗よりネットの方が経験率が高いが、逆に売却はネットより店舗の方
が経験率が高くなっている。

性・年齢別にみると、端末購入・売却経験としてたずねた7項目すべてで、女性より男性の方が経験率が高かった。「不要端末を携帯
ショップに下取り」経験は、男性の場合年齢が高くなるほど経験率が高くなる（20代は6.4%→40代は7.9%）一方、女性は若年層の
方が経験率が高くなっている（20代は7.5%→40代は4.7%）。

1.8%

1.5%

1.1%

6.0%

1.0%

0.7%

3.3%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0%

中古端末をネットオークションで購入

中古端末をネット通販サイトで購入

中古端末話を販売店の店頭で購入

不要端末を携帯ショップに下取り

不要端末をネットオークションで売却

不要端末を買取サイトで売却

不要端末を買取店舗で売却

2013年以降の端末購入・売却経験(n=13,588)



MCA inc

26

消費者アンケート調査結果

(1) 中古端末購入経験・不要端末売却経験(2013年以降)

2013年以降の端末購入・売却経験(性・年齢別)

合計

中古端末
をネット
オークショ
ンで購入

中古端末
をネット通
販サイトで
購入

中古端末
話を販売
店の店頭
で購入

不要端末
を携帯
ショップに
下取り

不要端末
をネット
オークショ
ンで売却

不要端末
を買取サイ
トで売却

不要端末
を買取店
舗で売却

当てはまる
経験はない

分からない

男性全体
6956 177 158 110 500 97 59 286 5569 257

100.0 2.5 2.3 1.6 7.2 1.4 0.8 4.1 80.1 3.7

15歳～
19歳

442 3 5 8 26 5 2 16 304 85

100.0 0.7 1.1 1.8 5.9 1.1 0.5 3.6 68.8 19.2

20歳～
29歳

965 23 27 25 62 13 8 46 729 72

100.0 2.4 2.8 2.6 6.4 1.3 0.8 4.8 75.5 7.5

30歳～
39歳

1274 39 40 29 88 28 16 66 1008 33

100.0 3.1 3.1 2.3 6.9 2.2 1.3 5.2 79.1 2.6

40歳～
49歳

1526 52 49 27 121 22 18 74 1201 32

100.0 3.4 3.2 1.8 7.9 1.4 1.2 4.8 78.7 2.1

50歳～
59歳

1272 46 21 9 99 20 10 50 1047 17

100.0 3.6 1.7 0.7 7.8 1.6 0.8 3.9 82.3 1.3

60歳～
69歳

1477 14 16 12 104 9 5 34 1280 18

100.0 0.9 1.1 0.8 7.0 0.6 0.3 2.3 86.7 1.2

女性全体
6632 63 46 37 316 43 30 162 5754 269

100.0 0.9 0.7 0.6 4.8 0.6 0.5 2.4 86.8 4.1

15歳～
19歳

352 5 3 6 20 1 1 7 274 40

100.0 1.4 0.9 1.7 5.7 0.3 0.3 2.0 77.8 11.4

20歳～
29歳

896 12 11 9 67 14 10 31 707 66

100.0 1.3 1.2 1.0 7.5 1.6 1.1 3.5 78.9 7.4

30歳～
39歳

1233 19 13 10 70 6 6 43 1033 55

100.0 1.5 1.1 0.8 5.7 0.5 0.5 3.5 83.8 4.5

40歳～
49歳

1349 13 9 5 63 9 4 41 1175 45

100.0 1.0 0.7 0.4 4.7 0.7 0.3 3.0 87.1 3.3

50歳～
59歳

1291 9 7 4 50 10 8 31 1159 26

100.0 0.7 0.5 0.3 3.9 0.8 0.6 2.4 89.8 2.0

60歳～
69歳

1511 5 3 3 46 3 1 9 1406 37

100.0 0.3 0.2 0.2 3.0 0.2 0.1 0.6 93.1 2.4
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消費者アンケート調査結果

(2) 今後の利用意向（格安SIM、中古端末売買）

・ネットユーザー13,588名に、格安SIMと中古端末売買を今後行いたいか調査

・「格安SIM（格安スマホ）」と「不要端末の買取」は、「したいと思う」と「検討したいと思う」の合計が4割前後に達する。

・「中古端末購入」は58.2％が「したいとは思わない」と回答。中古は避けたいと考える層の多さが顕在化。

今後の利用意向(n=13,588)

11.6

2.8

12.5

26.0

9.3

29.0

15.4

17.8

16.4

27.1

58.2

27.3

19.9

12.0

14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

格安SIM（格安スマホ）

中古携帯購入

不要端末の買取

したいと思う 検討したいと思う あまりしたいと思わない

したいとは思わない 分からない
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消費者アンケート調査結果

(3) 【店舗での購入経験者】 中古端末の購入時期

・事前調査で「中古端末を販売店の店頭で購入した」経験が2013年以降にあると回答した人を対象に調査

・2013年以降に店舗で中古携帯電話を購入した時期をたずねたところ、2014年7～12月が40.9%で最多。

・2013年に比べ2014年の方が購入経験者が多い。

中古端末の購入時期(MA)(n=88)

14.8

25.0

14.8

40.9

23.9

4.5

0.0

0 10 20 30 40 50

2013年1月～6月

2013年7月～12月

2014年1月～6月

2014年7月～12月

2015年1月以降

分からない

中古携帯電話は購入していない
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消費者アンケート調査結果

(4) 【店舗での購入経験者】 中古端末の購入理由

・事前調査で「中古端末を販売店の店頭で購入した」経験が2013年以降にあると回答した人を対象に調査

・中古端末を購入した理由の最多は「新品よりも安く購入できるから」の67.0%。

・「新品では手に入らない携帯電話が欲しかったから」が23.9%、「以前使っていたものと同じものが欲しかったから」が11.4%。

中古端末の購入理由(MA)(n=88)

67.0

36.4

23.9

23.9

15.9

11.4

11.4

5.7

2.3

1.1

5.7

0 20 40 60 80 100

新品よりも安く購入できるから

中古携帯電話もきれい（よい状態）だから

新品では手に入らない携帯電話が欲しかったから

購入すれば、毎月の携帯電話料金が安くできるから

新品で欲しい携帯電話がなかったから

以前使っていたものと同じものが欲しかったから

家族・友人などに勧められたから

短期間しか使わない予定だったから

なんとなく

分からない

その他
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消費者アンケート調査結果

(5) 【店舗での購入経験者】 購入時の不安点

・事前調査で「中古端末を販売店の店頭で購入した」経験が2013年以降にあると回答した人を対象に調査

・購入時に不安に思った点をたずねたところ、動作に関する回答が上位に集中。「中古携帯電話がすぐに故障しないかどうか」が
51.1%、「電池の持ちがよいかどうか」が43.2%、「中古携帯電話が動作するかどうか」が36.4%。

・「不安に感じたことはない」は17.0%にとどまる。

購入時の不安点(MA)(n=88)

51.1

43.2

36.4

31.8

22.7

19.3

17.0

14.8

5.7

1.1

3.4

0 20 40 60 80 100

中古携帯電話がすぐに故障しないかどうか

電池の持ちがよいかどうか

中古携帯電話が動作するかどうか

SIMカードがさせるか（通信サービスが利用できるか）

店頭では分からない傷があるかどうか

画面がきちんと表示されるかどうか

不安に感じたことはない

以前使っていた人のデータが残っていないかどうか

おサイフケータイが使えるかどうか

分からない

その他
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消費者アンケート調査結果

(6) 【店舗での購入経験者】 購入端末の種類

・事前調査で「中古端末を販売店の店頭で購入した」経験が2013年以降にあると回答した人を対象に調査

・購入した端末の種類をたずねたところ、「Androidスマートフォン」が56.8%で最多。

・「iPhone」より「従来型携帯電話」の方が購入比率が高く、「従来型携帯電話」が30.7%、「iPhone」が23.9%。

購入端末の種類(n=88)
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23.9
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従来型の携帯電話
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iPhone・Android以外のスマートフォン

モバイルWi-Fiルータ

タブレット（通信機能付きのもの）
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消費者アンケート調査結果

(7) 【店舗での購入経験者】 購入店舗

・事前調査で「中古端末を販売店の店頭で購入した」
経験が2013年以降にあると回答した人を対象に調
査

・実際に購入したことがある店舗をたずねたところ、
「ゲオ（ゲオモバイル含む）」が30.7%で最多に。2位
の「じゃんぱら」の2倍以上の回答率。

・上位には中古事業に力を入れる全国チェーンのゲ
オとブックオフ、量販店（ヤマダ電機、ソフマップ等）が
並ぶなか、専門店の「じゃんぱら」が2位に。

購入店舗(MA)(n=88)
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ジョーシン（上新電機）

カメラのキタムラ
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PC DEPOT

PCNET（パシフィックネット）

エコたんショップ（イーブーム含む）

エディオン

エコモバイル

大黒屋

ダイワンテレコム

アワーズ

その他

分からない
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消費者アンケート調査結果

(8) 【店舗での購入経験者】 購入店舗を選んだ理由(FA)

購入店舗 選んだ理由 年齢 性別

ヤマダ電機 馴染みの家電店でありポイントが貯まりやすく、貯まったポイントで支払いしたいと思ったからです。 16 男

ヤマダ電機 手頃な価格と欲しいスマホの商品を販売していたからです。 23 男

ヤマダ電機 取扱商品が豊富と選びやすく手頃な価格が魅力的であり、安心して利用できる雰囲気があるからです。 23 男

ヤマダ電機 品揃えが良かったから 25 男

ヤマダ電機 ヤマダ電機は信頼と実績があって利用しやすく、満足させてくれるサービスも買いたくなる理由です。 26 男

ヤマダ電機 近いから 27 男

ヤマダ電機 セールス価格が手頃だったから 28 男

ビックカメラ 安かった 18 女

ビックカメラ 母と一緒にいったらたまたま中古で目にとまった 29 女

コジマ セールス価格が手頃だったから 28 男

ソフマップ その店舗にしかなかったから 36 男

ソフマップ 家の近くにあるから 38 男

ソフマップ 保証がしっかりしているから。 40 男

ソフマップ 在庫がたくさんありそうだから 42 男

ソフマップ 購入した輸入端末があったから。 46 男

ソフマップ 格安 60 男

ソフマップ 近くにあったから 63 男

ヨドバシカメラ わからない 17 男

ヨドバシカメラ 安心できるから 50 女

ヨドバシカメラ 自宅から近い。店員の説明が丁寧。信頼できる。 53 男

ケーズデンキ いつも利用している家電量販店だから、安心して任せられ頼れ購入できるからです。 25 女

ノジマ 品揃えが良かったから 25 男

ノジマ 値段が安いし、品ぞろえがよいため。 39 男

ジョーシン 品揃えが良かったから 25 男

カメラのキタムラ 値段が安いし、品ぞろえがよいため。 39 男
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消費者アンケート調査結果

(8) 【店舗での購入経験者】 購入店舗を選んだ理由(FA)

ドスパラ おなじようなコンディションで、値段が一番安かったから 37 男

ドスパラ 種類が豊富だから 39 男

ドスパラ 値段が安かったから 40 男

じゃんぱら じゃんぱらが価格が安くて品数も豊富だから 36 男

じゃんぱら 欲しい機種が置いてあった為 37 男

じゃんぱら おなじようなコンディションで、値段が一番安かったから 37 男

じゃんぱら 検索した結果この店舗に在庫がある事が判明したから 38 男

じゃんぱら 欲しい機種が置いてあったから 39 男

じゃんぱら 滅多に見ない色だったから 46 男

じゃんぱら 保証制度の充実と適切な製品状態表示 48 男

じゃんぱら 品ぞろえがよくて安いこと。品質も良い。 55 男

じゃんぱら 格安 60 男

イオシス ネットで店舗の在庫がわかるため 34 男

イオシス 安くて状態がよかった 38 男

イオシス 在庫と価格が適当だった 41 男

イオシス 故障した機種と同一のものが在庫にあったため 43 男

イオシス よく行く店 46 男

イオシス 店頭で見比べて 55 男

PCNET 安かったから 60 男

PCNET たまたま立ち寄った店に希望の製品があった。 64 男

エコモバイル 商品の状態が良かった。店員さんが親切だった 46 女

エコたんショップ ネットでの評判がよかったので 39 男

エコたんショップ 移動する範囲内にあった店舗で一番量が多かったので 41 女
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消費者アンケート調査結果

(8) 【店舗での購入経験者】 購入店舗を選んだ理由(FA)
ブックオフ 近場だから 28 男

ブックオフ 欲しい商品があったから 35 男

ブックオフ よく利用する店舗なので安心だから 37 女

ブックオフ 家の近くにあるから 38 男

ブックオフ そこしか思いつかなかった 39 女

ブックオフ 近いから 41 男

ブックオフ ネットより安かったから 54 男

ブックオフ たまたま欲しい機種がお手頃価格で販売されていた 55 男

ゲオ 近いから 15 男

ゲオ 中古携帯電話に関して専門的なイメージも強く、納得と満足させてくれるサービスも魅力的だったからです。 18 女

ゲオ 家から近かったから 19 女

ゲオ 中古携帯で万全な状態で販売していると確信があり、私も時々中古商品の売買をしているから安心感が違うからです。 19 女

ゲオ なんか…近かったから 23 男

ゲオ 近所にあったから 24 男

ゲオ 近所にあった 24 女

ゲオ 近くにある中古携帯電話を扱っている店舗で唯一、千円以下で入手可能な機種があったから。 26 男

ゲオ 緊急で必要になり、近くにこのお店しかなかったから 27 女

ゲオ 店が近かったため 29 男

ゲオ 家から近く安いから。 32 男

ゲオ 中古携帯電話の取り合いは万全と、信頼して利用できるお店だからです。 32 女

ゲオ 近くにあった 34 女

ゲオ 近いから 35 女

ゲオ 店頭在庫で安いものがあったから 36 男

ゲオ 種類が豊富であり、また安いからです。 36 男

ゲオ 品揃え 37 男

ゲオ 中古携帯を扱ってることを知ってる唯一のお店だったから 37 女

ゲオ ほしい機種があったから 39 男

ゲオ 品数が豊富だったから 39 女

ゲオ 近くで扱ってたから 44 男

ゲオ 他より安く、手入れもよく、安心して買えると思ったから。 44 女

ゲオ 家の近くにあるので 47 男

ゲオ ＤＶＤをよくレンタルする店で、たまたま見かけた。 53 男

ゲオ 品ぞろえがよくて安いこと。品質も良い。 55 男

大黒屋 おなじようなコンディションで、値段が一番安かったから 37 男
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消費者アンケート調査結果

(9) 【店舗での購入経験者】 「店舗以外での購入」検討状況

・事前調査で「中古端末を販売店の店頭で購入した」経験が2013年以降にあると回答した人を対象に調査

・店舗で購入するにあたり、その他の方法を検討したかどうかたずねたところ、「購入店とは別の店舗」での購入は6割以上が「検討
し、実際に見比べた」と回答。複数店舗から購入店舗を決めたことがうかがえる結果に。

・ネット通販は4割、オークションも1/3程度が「検討し、実際に見比べた」と回答。

「店舗以外での購入」検討状況(n=88)
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43.2

34.1

13.6

9.1

13.6

20.5

44.3

46.6

3.4

3.4

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

購入店とは別の店舗

ネット通販サイト

ネットオークション

検討し、実際に見比べた 検討はしたが、見比べなかった

検討しなかった 分からない
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消費者アンケート調査結果

(10) 【店舗での購入経験者】 中古端末で利用している通信会社

・事前調査で「使わなくなった携帯電話を、買取する
店舗の店頭で売却した」経験が2013年以降にあると
回答した人を対象に調査

・購入した中古端末で利用している通信会社を
たずねたところ、「NTTドコモ」が34.1%で最多に。
MNOキャリアとの組み合わせが多く、MVNOの利用は
最多のOCNとIIJも14.8％。

・「通信サービスは利用していない」は4.5％にとどまり、
何らかのかたちで通信サービスを利用している人が
大半であることが判明。

中古端末で利用している通信会社(MA)(n=88)
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その他

分からない
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消費者アンケート調査結果

(11) 【店舗での購入経験者】 通信サービスの購入方法

・「中古端末で利用している通信会社」に関する設問で「中古携帯電話を使用する際、通信サービスは利用していない」以外を選択し
た82名に調査

・利用している通信サービスの購入方法をたずねたところ、「中古携帯電話を購入する前から利用していたものを継続して利用してい
る」が46.3%と半数近くに。MNOキャリアの利用者が多いためこのような結果に。

・中古携帯電話との同時購入は14.6%にとどまる。

通信サービスの購入方法(n=82)

14.6

29.3

19.5

46.3

0.0

4.9
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通信サービスも、中古携帯電話を購入した店舗の店

頭で同時に購入した

通信サービスは、中古携帯電話を購入した店舗とは

別の店舗で購入した

通信サービスは、通信サービスを取り扱うネット通販サ

イトで購入した

通信サービスは、中古携帯電話を購入する前から利

用していたものを継続して利用している

その他

分からない
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消費者アンケート調査結果

(12) 【ネットでの購入経験者】 中古端末の購入時期

・事前調査で「使わなくなった携帯電話を、中古端末をネット通販サイトで購入した」経験が2013年以降にあると回答した人を対象に
調査

・ネットで中古携帯電話を購入した時期（2013年以降）をたずねたところ、「2015年1月以降」が30.8％で最多。

・2013年と2014年を比較すると、2014年の方が購入者が多く、2015年の結果もあわせ、毎年購入経験者が増加していることがう
かがえる。

中古端末の購入時期(MA)(n=130)
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消費者アンケート調査結果

(13) 【ネットでの購入経験者】 中古端末の購入理由

・事前調査で「使わなくなった携帯電話を、中古端末をネット通販サイトで購入した」経験が2013年以降にあると回答した人を対象に
調査

・中古端末を購入した理由の最多は「新品よりも安く購入できるから」の63.1%。店舗での購入経験者の回答も「新品よりも安く購入
できるから」が67.0%で1位となっており、同様の結果に。

中古端末の購入理由(MA)(n=130)
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新品では手に入らない携帯電話が欲しかったから

以前使っていたものと同じものが欲しかったから

新品で欲しい携帯電話がなかったから

短期間しか使わない予定だったから

家族・友人などに勧められたから

なんとなく

分からない

その他
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消費者アンケート調査結果

(14) 【ネットでの購入経験者】 購入時の不安点

・事前調査で「使わなくなった携帯電話を、中古端末をネット通販サイトで購入した」経験が2013年以降にあると回答した人を対象に
調査

・購入時に不安に思った点をたずねたところ、動作に関する回答が上位に集中した。ただし、店舗での購入経験者の1位は「すぐに故
障しないかどうか」の51.1%だったが、ネットでの購入経験者の1位は「動作するかどうか」の46.2%。「すぐに故障しないか」は、当
初は動くことを前提にその状態が長続きしない点を問題視しているのに対し、「動作するか」は購入した端末が当初より動かない可能
性に不安を感じていることを示しているものと思われる。店舗での購入に比べ、動くかどうかをより不安に思うことが分かった。

購入時の不安点(MA)(n=130)
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中古携帯電話にSIMカードがさせるかどうか（通信サービスが利用でき…

不安に感じたことはない

画面がきちんと表示されるかどうか

以前使っていた人のデータが残っていないかどうか

おサイフケータイが使えるかどうか

分からない

その他
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消費者アンケート調査結果

(15) 【ネットでの購入経験者】 購入端末の種類

・事前調査で「使わなくなった携帯電話を、中古端末をネット通販サイトで購入した」経験が2013年以降にあると回答した人を対象に
調査

・購入した端末の種類をたずねたところ、「Androidスマートフォン」が66.9%で最多。

・「iPhone」より「従来型携帯電話」の方が購入比率が高い。店舗での購入経験者向けアンケートと同様の傾向示す。

購入端末の種類(MA)(n=130)
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消費者アンケート調査結果

(16) 【ネットでの購入経験者】 購入サイト

・事前調査で「使わなくなった携帯電話を、中古端末
をネット通販サイトで購入した」経験が2013年以降
にあると回答した人を対象に調査

・実際に購入したことがあるウェブサイトをたずねた
ところ、「アマゾンジャパン」が33.1%で最多。上位
にはアマゾンのほか「楽天市場」「Yahoo!ショッピン
グ」とショッピングモールが並んでいる。

購入サイト(MA)(n=130)
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その他

分からない
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消費者アンケート調査結果

(17) 【ネットでの購入経験者】 購入サイトを選んだ理由(FA)

購入サイト 理由 性別 年齢

Yahoo!ショッピング 適度な値段のものがあったから 男 36

Yahoo!ショッピング 欲しい機種が安かったから 男 40

Yahoo!ショッピング 価格に納得した 男 44

Yahoo!ショッピング いつも使うサイトで安心だから 男 46

Yahoo!ショッピング アカウントを持っていたから 男 47

Yahoo!ショッピング 特に決めていない。 男 51

Yahoo!ショッピング 安心感があったから 女 19

Yahoo!ショッピング 欲しい商品を扱っていたから 女 42

楽天市場 選べる種類が豊富だったから。 男 24

楽天市場 アマゾンギフトポイントや楽天ポイントが使えたりしますので。 男 30

楽天市場 分からない 男 32

楽天市場 安かったので 男 35

楽天市場 別の買い物で利用したことがあり安心感があるため 男 37

楽天市場 動作保証があったので。 男 37

楽天市場 ポイントが使える 男 38

楽天市場 在庫があった 男 39

楽天市場 いつも使っているから 男 39

楽天市場 価格が安かった 男 39

楽天市場 写真が多く分かりやすい、口コミも良かった 男 40

楽天市場 たくさん比較できるから 男 42

楽天市場 たまたまヒットしたため。 男 45

楽天市場 安くてほしい商品があったから 男 46

楽天市場 商品の質と価格の面で良いと思われたから 男 46

楽天市場 一番安かったから 男 47

楽天市場 価格が安かった 男 51

楽天市場 他に売ってないから 男 52

楽天市場 安かった 男 57

楽天市場 指定機種が楽天出店でしか無かった。 男 60

楽天市場 信用できるという視点から 男 65
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消費者アンケート調査結果

(17) 【ネットでの購入経験者】 購入サイトを選んだ理由(FA)

楽天市場 楽天ならたくさんあるしポイント使える 女 28

楽天市場 SIMフリーの取り扱い機種が多かったから。 女 29

楽天市場 安くて新古品だったから 女 34

楽天市場 商品が比較的新品に近い状態で、尚且つ価格も安価だったため。 女 35

楽天市場 特になし 女 36

楽天市場 ポイントがあったから 女 50

楽天市場 品数が多かった 女 50

楽天市場
検索サイトで出てきたサイトを比較して一番良心的ではないかと判断したから（新品未使用品が比較的
安価だった）

女 51

アマゾンジャパン 分からない 男 22

アマゾンジャパン 使い慣れていて安心感があったので。 男 25

アマゾンジャパン 価格が一番安かったから 男 25

アマゾンジャパン 機種が多かったから 男 25

アマゾンジャパン 大手だから 男 26

アマゾンジャパン 検索して出てきたので 男 26

アマゾンジャパン やすかったから 男 27

アマゾンジャパン アマゾンギフトポイントや楽天ポイントが使えたりしますので。 男 30

アマゾンジャパン 安かったから 男 35

アマゾンジャパン 安かったので 男 35

アマゾンジャパン 以前にもショッピングに利用した経験があり信用してるから 男 37

アマゾンジャパン 希望の機種が安い 男 37

アマゾンジャパン 安かったから 男 39

アマゾンジャパン 安かった 男 43

アマゾンジャパン 商品の状態と値段の折り合いがついたので 男 45

アマゾンジャパン 信頼性 男 47

アマゾンジャパン 安かった 男 49

アマゾンジャパン ギフト券があったから 男 49

アマゾンジャパン 不良品の場合の返品が可能だから 男 52

アマゾンジャパン Amazonに出店していること、実店舗があり雑誌の記事でも取り上げられている 男 52

アマゾンジャパン 信頼できそうだったから 男 53

アマゾンジャパン SIMフリーの新中古だったから 男 54



MCA inc

46

消費者アンケート調査結果

(17) 【ネットでの購入経験者】 購入サイトを選んだ理由(FA)

アマゾンジャパン 価格、信頼性。 男 58

アマゾンジャパン 安心して買うことができる 男 60

アマゾンジャパン 品揃えの多さと価格が比較的安い 男 61

アマゾンジャパン トラブルの際に出品者に対して対処してくれ安心できるため。 男 62

アマゾンジャパン いつも利用していて、手続きが楽だから。 男 63

アマゾンジャパン 信頼がおけるから。 男 64

アマゾンジャパン いつも買っているから 男 69

アマゾンジャパン 欲しい商品があったから 女 22

アマゾンジャパン ほしい機種が売っていたため 女 32

アマゾンジャパン おかしな業者が出品することがないと思うので。 女 42

アマゾンジャパン 安かったから 女 44

アマゾンジャパン 料金や機種の比較が見やすく参考になるレビューが充実していたから。 女 50

アマゾンジャパン 品数が多く安心して買えて、信頼できるから 女 63

ソフマップドットコム 価格が安かったから。 男 29

ソフマップドットコム 友人の勧め 男 34

ソフマップドットコム ポイント利用 男 37

ソフマップドットコム 情報が細かい 男 40

ソフマップドットコム 一番安かったから 男 43

ソフマップドットコム ポイントがたまっていたから利用したかった 男 44

ソフマップドットコム 信頼度が高かった 男 59

ドスパラ中古通販サイト 一番安かった 男 29

ドスパラ中古通販サイト 安かったから 男 30

ドスパラ中古通販サイト たまたま安く出ていたから 男 40

じゃんぱら 欲しい機種の状態が良かった 男 34

じゃんぱら 欲しい機種があった為 男 37

イオシス 未使用品が安かったから 男 35

イオシス 昔から使っているので安心 男 39

イオシス 検索して見つかったから 男 42

イオシス 評判が良いから 男 48

イオシス 安価中古通販大手で信用できる 男 63
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消費者アンケート調査結果

(17) 【ネットでの購入経験者】 購入サイトを選んだ理由(FA)

PCNET 昔から使っているので安心 男 39

アワーズ 検索して、欲しいと思う携帯があったから 女 34

ECOMO（エコモ） お得な値段だったから 男 24

エコたん（ecotan） 欲しい機種が安くあったこと。ネットでの評判が良かったこと 男 39

エコたん（ecotan） 安かったから 女 32

価格.com 中古携帯プラザ 安全に購入できるため 男 19

価格.com 中古携帯プラザ 他機種との比較がし易い 男 42

価格.com 中古携帯プラザ いつも使っている(利用している）サイトで安心出来るから。 男 62

エイヤー!（eiYAAA） 欲しい機種の在庫があり、すぐに入手できるから。 男 39

ムスビー ケータイアウトレット 大手そうだった 男 27

ムスビー ケータイアウトレット 在庫があった 男 37

ムスビー ケータイアウトレット 運営者 男 39

ムスビー ケータイアウトレット 安く販売していたから。前人者の支払いが完了していたから。 男 40

ムスビー ケータイアウトレット 豊富 男 44

ムスビー ケータイアウトレット オークションに慣れていなかったので、できれば相手との競争を避けたかったから。 男 47

ムスビー ケータイアウトレット 前に検索して、安く沢山の携帯が出てたから。 男 47

ムスビー ケータイアウトレット ほしいものがあったので 男 50

ムスビー ケータイアウトレット いつも利用しているから 男 51

ムスビー ケータイアウトレット 価格 男 55

ムスビー ケータイアウトレット 商品数が多く、品質の状態などもわかりやすく説明してあったから 女 18
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消費者アンケート調査結果

(18) 【ネットでの購入経験者】 サイト内のどのショップで購入したか(FA)

購入サイト 購入ショップ 性別 年齢

Yahoo!ショッピング PCワンズ 男 46

アマゾンジャパン E.R.オンラインショップ 女 32

アマゾンジャパン LALASHOP 男 47

アマゾンジャパン ＬａｖｉｅＮｅｔ 男 43

アマゾンジャパン LavieNET 男 69

アマゾンジャパン ジャンク堂 女 50

アマゾンジャパン ホンマでっかMOBILE 男 25

アマゾンジャパン モバイル トラちゃん 男 35

アマゾンジャパン リサイクルモバイルショップECOMO 男 49

アマゾンジャパン リサイクルモバイルショップECOMO 女 22

アマゾンジャパン 携帯少年 男 61

アマゾンジャパン 男前ケータイ 女 42

楽天市場 ソフマップ 男 51

楽天市場 ダイワンテレコム 男 40

楽天市場 モバイルステーション 男 60

楽天市場 モバックス 男 57

楽天市場 モバックス 女 51

楽天市場 モバックス、らいぶshop 男 39

楽天市場 モバックス京都店 男 37

楽天市場 らいぶshop 男 39

楽天市場 リサイクルモバイルショップECOMO 男 35

楽天市場 リサイクルモバイルショップECOMO 男 38

楽天市場 大黒屋 男 45

楽天市場 中古パソコンと白ロムのイオシス 男 37

楽天市場 中古携帯アワーズ スマホ生活 女 50
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消費者アンケート調査結果

(19) 【ネットでの購入経験者】 「ネット通販サイト以外での購入」検討状況

・事前調査で「使わなくなった携帯電話を、中古端末をネット通販サイトで購入した」経験が2013年以降にあると回答した人を対象に
調査

・ネット通販サイトで購入するにあたり、その他の方法を検討したかどうかたずねたところ、「購入サイトとは別のサイト」を「検討し、実
際に見比べた」のは全体の7割以上に。多くの人が複数サイトから購入サイトを決めたことがうかがえる結果に。

・ネットオークションは4割、中古端末取扱店舗は3割が「検討し、実際に見比べた」と回答。

「ネット通販サイト以外での購入」検討状況(SA)(n=130)

71.5

40.0

30.8

14.6

6.9

20.8

12.3

51.5

47.7

1.5

1.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

購入サイトとは別のサイト

ネットオークション

中古端末取扱店舗

検討し、実際に見比べた 検討はしたが、見比べなかった

検討しなかった 分からない
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消費者アンケート調査結果

(20) 【ネットでの購入経験者】 中古端末で利用している通信会社

・事前調査で「使わなくなった携帯電話を、中古端末を
ネット通販サイトで購入した」経験が2013年以降に
あると回答した人を対象に調査

・購入した中古端末で利用している通信会社を
たずねたところ、「NTTドコモ」が25.4%で最多に。
店舗での購入経験者向けアンケートの結果と同様、
MNOキャリアとの組み合わせが多く、MVNOの利用は
最多のIIJmioが13.8%。

・「通信サービスは利用していない」は12.3%にとどまって
おり、大半が何らかの通信サービスを利用していることが
判明した。

中古端末で利用している通信会社(MA)(n=130)
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中古携帯電話使用時、通信サービスは利用してい…
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au（KDDI）

ソフトバンクモバイル

ワイモバイル

UQ WiMAX

IIJmio、みおふぉん

OCN モバイル ONE

b-mobile

BIGLOBE LTE・3G、うれスマ

BIC SIM

mineo

ServersMan SIM

ELSONIC SIM

So-netモバイルLTE

BB.exciteモバイルLTE

ぷららモバイルLTE

NifMo、＠nifty do LTE

ワイヤレスゲート

楽天モバイル

U-mobile

hi-hoスマホ、hi-ho LTE typeD

Yamada SIM

UQ mobile

ASAHIネット LTE

その他

分からない
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消費者アンケート調査結果

(21) 【ネットでの購入経験者】 通信サービスの購入方法

・「中古端末で利用している通信会社」に関する設問で「中古携帯電話を使用する際、通信サービスは利用していない」以外を選択し
た113名に調査

・利用している通信サービスの購入方法をたずねたところ、「中古携帯電話を購入する前から利用していたものを継続して利用してい
る」が51.3%で半数超に。

・中古携帯電話との同時購入は8.0%にとどまる。

通信サービスの購入方法(MA)(n=113)

8.0

37.2

13.3

51.3

0.0

3.5
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通信サービスも、中古携帯電話を購入したネット通販

サイトで同時に購入した

通信サービスは、中古携帯電話を購入したネット通販

サイトとは別のサイトで購入した

通信サービスは、通信サービスを取り扱う店舗の店頭

で購入した

通信サービスは、中古携帯電話を購入する前から利

用していたものを継続して利用している

その他

分からない
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3.主要事業者の動向



MCA inc

53

ヤマダ電機・インバースネット

会社概要 現在までの主な取り組み（MVNO・格安スマホ／中古端末）

社名 インバースネット株式会社

代表者
代表取締役会長 関戸 光雄
代表取締役社長 山本 慶次郎

本社所在地

〒221-0031
神奈川県横浜市神奈川区新浦島町1-1-25
テクノウェイブ100ビル 8階
Tel：045-451-2411

設立年月日 1951年12月14日

資本金 12,245万円

従業員数 144名

事業内容

自社製パーソナルコンピュータ開発・製造及び販売
中古機器の買取・販売
産業廃棄物の収集、運搬
マテリアル売買
リース会社等の業務委託サービス（リース満了物件処理等）

主要株主 ヤマダ電機

売上高 73億80百万円（2013年度）

社名 株式会社ヤマダ電機

代表者
代表取締役社長 兼代表執行役員CEO 山田 昇
代表取締役副社長 兼代表執行役員COO 一宮 忠男

本社所在地
〒370-0841 群馬県高崎市栄町1番1号
Tel: 027-345-8181

設立年月日 1983年9月1日

資本金 710.5億円（2014年3月末現在）

従業員数 32,671名（2013年3月期）

事業内容

国内有名メーカーおよび海外有名メーカーの家庭電化製品なら
びにオーディオ機器・健康器具・介護関連機器・情報機器・携帯
電話の販売と修理、ビデオレンタル、ビデオセル、書籍の販売、リ
フォーム・住宅事業

主要株主 日本トラスティサービス信託銀行、日本マスタートラスト信託銀行

売上高 1兆6643億70百万円（2015年3月期／連結）

営業利益 199億18百万円（2015年3月期／連結）

13/03/09 IIJの「IIJmioプリペイドパック」販売開始

14/03/20
U-NEXTと業務提携し「YAMADA SIM powered by U-
mobile*d」の販売を開始

14/12/13
2014年11月に発売を開始した、DELLとヤマダ電機共同
開発のWin8.1搭載タブレット「EveryPad」とYAMADA SIM
のセット販売を開始

15/04/10
「YAMADA SIM」料金プラン改定。料金値下げ、データ通
信制限容量拡大。

15/05/07
ヤマダ電機の店頭にMNP即日受付可能な「YAMADA 
SIMカウンター」を設置。池袋、渋谷、なんばの3店舗。

10/08/27 法人向けに中古携帯電話の買い取りサービスを開始

10/12/08
中古携帯電話の買い取りサービス「ヤマダ電機×イン
バースネット 高額買取サービス」を開始

11/08/30 ヤマダ電機下取りサービスを開始

15/05/15

「ヤマダ電機×インバースネット パソコン・デジタル家電
買取サービス」ウェブサイトをリニューアル。査定額表示
対応、買取不可の古い商品もヤマダポイント200pt付与
による買取を開始。

ヤマダ電機

インバースネット
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ヤマダ電機・インバースネット

U-NEXTとの提携でMVNO事業本格化、自社端末とのセット、MNPカウンターの設置など実施
ヤマダ電機のMVNO事業への取り組みとしては、2013年3月にIIJの「IIJプリペイドパック」を取り扱うなど、当初はMVNO事業者の
SIMカード販売を中心とした展開だった。

本格的な動きをみせたのは、2014年3月のU-NEXTとの提携以降となる。提携で自社名を冠した「YAMADA SIM powered by U-
mobile*d」（YAMADA SIM）の販売を開始した。MVNOとしてヤマダ電機の独自プランを開発・提供するのではなく、U-NEXTの
「U-mobile」SIMのOEM提供を受けて販売するスキームといえる。そのため、U-mobileの料金改定にあわせて「YAMADA SIM」
の料金値下げや高速通信容量の増量などが行われている。

独自の動きとして挙げられるのがオリジナル端末とのセット販売だ。DELLとヤマダ電機が共同開発したタブレット「EveryPad」と
「YAMADA SIM」のセット販売を2014年12月に開始している。

今年に入りMNP即日受付可能な「YAMADA SIMカウンター」の展開も開始している。現在のところ、池袋、渋谷、なんばの3店舗に
設置されている。いずれも新規申込受付、音声通話プラン、MNPに対応し、即日引き渡しが可能になっている。また、端末設定のサ
ポートや料金プランの提案も行われる。なお、カウンターでの取扱は「YAMADA SIM」に限られ、IIJなど他社SIMの手続きには対応
していない。
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ゲオホールディングス

会社概要

社名 株式会社ゲオホールディングス

代表者 代表取締役社長 遠藤 結蔵

本社所在地
〒460-0014
愛知県名古屋市中区富士見町8番8号OMCビル
Tel: 052-350-5700

設立年月日 1989年1月1日

資本金 86億15百万円

従業員数 3,421名 （グループ全体）

事業内容
グループ会社の経営企画・管理ならびに子会社の管理業
務受託

主要株主 -

売上高 2703億08百万円（2015年3月期）

営業利益 95億58百万円（2015年3月期）
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ゲオホールディングス

2014年度の中古端末販売数は約30万台。市場急拡大の大きな要因は外国人。
中古端末市場も格安SIMも成長しており、2015年が市場の「元年」になるのではないかと捉えている。

日本人全員に携帯端末が行き渡っている状態のなかで、使用済み端末はいままでタンスに眠っていたり破棄されていた。格安SIMの
成長もあり「通信契約も端末も自由に選んでもらえる」状況になりつつあり、そこに中古端末はちょうどリンクすると考えている。2015
年は「元年」との認識を持っている。

2014年度の販売台数は30万台程度。業界の状況として、まだまだ一緒に市場を作っていく段階であり、競合から奪い合う世界には
なっていないという。

市場急拡大の大きな要因は中国人をはじめとした外国人。飛ぶように売れている。メインはiPhoneとGalaxyが2強で、あとは
Xperia。都心の店舗には中国人スタッフを配置して対応している状況。お客さまは、英語、中国語を話される方のほか、ベトナムやア
フリカの方からも来店いただいている状況。

いわゆる海外輸出目的の仕入れもあるだろうが、1年ぐらい日本に滞在するような方が、キャリアでは2年割賦が組めないために購入
するケースも多く、実際に家族でいらっしゃるケースもある。ただし、外国人需要は全体の2割程度である。

2015年度の中古端末販売目標は90万台。前年と同じ成長率を目標に据えた結果の数字となっている。買取を増やすためにどうす
るか試行錯誤した結果、積極的なCM展開に行き着いた。世間的に「中古端末は売るのがあたりまえ」の世界になればCMを打つ必要
はないが、今はまだ全然そういう世界にはなっておらずCMを放映すると毎回大きな反響がある。



MCA inc

57

ゲオホールディングス

OCN経由でMNP即日対応可能なALLADIN端末の設置を進める
OCNとの提携については、以前はSo-netのSIMを取り扱っていたが、So-netとOCNのSIMを並べて販売するとOCNの方が売れる
という結果が出た。やはりNTTというブランド力の強さが影響したと感じている。

現在はゲオモバイル（約50店）には通信に詳しい専門スタッフがおり、初期設定も対応できるようになっている。レンタル店のゲオには
専門スタッフは配備しておらず、将来的な課題。順次やっていきたいとは思うが、数千人の店員にその知識を供給できるのかという現
実問題がある。ただし、専門スタッフがいる店舗とそうでない店舗では売上の伸び率が全然違うのも事実である。

MNP対応についても徐々に進めていく。最初は秋葉原店に導入している。これは提携したOCN経由で設置している。MNP用の端末
であるALADDINは端末導入のために、セキュリティ専門の小部屋を作ってカウンターを整えて、としっかり設計した店でないと許可が
おりず、設置に非常にコストがかかる。そのためなかなか設置が進まない。

新品SIMフリー端末をラインナップに加えた理由は、端末と契約を自由に組み替えられる世界で「中古もいいけど新品もいいよね」と
いう消費者のニーズにこたえるため。「店の中で自由に選んでいただきたい」、トータルで揃えられる総合ショップを目指していきたい。
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ブックオフコーポレーション

会社概要

社名 ブックオフコーポレーション株式会社

代表者 代表取締役社長 松下 展千

本社所在地
〒252-0344
神奈川県相模原市南区古淵2-14-20
Tel: 042-769-1511

設立年月日 1991年8月1日

資本金 3,652百万円（2015年5月）

従業員数
1,022名
パートアルバイトスタッフ8,691名(2015年3月)

事業内容
中古書店「BOOKOFF」の展開と、新規中古業態の開発・運
営・加盟店経営指導

主要株主 -

売上高 743億47百万円（2015年3月期）

営業利益 11億27百万円（2015年3月期）
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ブックオフコーポレーション

約600店舗で中古端末を販売。MVNOはトライアルで15店舗程度での取扱。
現在の中古端末取扱店舗数は、販売が600店弱、買取が約700店。全国に直営店が419、FC加盟店が523の計942店あるが、FC
加盟店の一部には導入されていない。FC側で携帯電話を取り扱うことに対し「複雑」というイメージがあり、どうしても温度差がある状
態。また、直営店については同一テナントに電気店やキャリアショップが入っている店舗では取扱不可になっている場合がある。

2014年度はあまり積極的なPR活動を行わなかったものの安定した買取・販売が行えた。買取台数は35万台、販売台数は12万台
程度となっている（タブレットを除く）。

MVNOに関しては、トライアルで複数社のパッケージを販売していたが、現在はNTTコミュニケーションズの「OCNモバイルONE」を
15店舗程度で販売している。セット販売については現在のところは消極的。理由として、セット販売をするとAPN設定の代行などで店
員教育が必要となり、導入のハードルが非常に高い。店舗を利用するお客さまの数が多いなかで、SIMを1人の方に販売するのに店
員が1時間つきっきりになるような状態になることが見込まれ、これがよいのかどうか悩ましいところだという。また、専任スタッフを置
いても、それで1日どれぐらい売れるのか、効果が見えないこともあり、現状はSIMパッケージを陳列して販売する状況でテストを続け
ていくという。

中古端末の在庫管理は方法を変更している。以前は、買取を行った店舗は、いったんセンターでクリーニングを実施し、その後は買取
店舗に戻して販売してもらうフローだった。約1年ほど前から、在庫が不足気味となる店舗に送るように変更した。ただし、買取店舗に
戻すのが基本で、あまった場合に改めて本部が店舗から買取を行うスキームにしているという。
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ブックオフコーポレーション

「スマオフ」の狙いは買取台数の増加、5年後に250万台の買取目指す
2015年1月から発売を開始したAcerのスマホ「Liquid Z200」及び、丸紅グループとの提携によるMVNO「スマオフ」サービスの位
置づけは買取台数増加のための販促だという。

MVNOに関しては20～30業者から販売委託や「ブックオフブランドのSIMを作らないか」という提案があったが、どれもあまりメリット
を感じられなかったという。そんな中で、「携帯の売り買いができる点」「『MVNOと中古端末は親和性が高い』ことの認知普及が狙える
点」などの提案があった丸紅グループ様と提携を行ったという。

中古端末をブックオフに売れば端末がタダでもらえるスキームは、買取台数増加を強く意識したものとなっている。販売インセンティブ
等による収益は考えておらず、ほとんどの部分が販促費だという。

今後の目標だが、5年後に250万台の買取を目指している。これは販売台数100万台からの逆算の数字となっている。
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携帯・スマートフォンの中古端末市場動向2015
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